












ically useful child ）から「経済
的には無能だが 感情的には大変価値のある の」 （
the 
econom






























































活動目的を箇条書きにしたも だが 目的四と目的五に注目すると、前者は不熟練労働から児童を解放 ること 後者は職業教育を実践するこ で社会に必要な人材を育成することをそれぞれ掲げている。 両者 別々の問題ではなく、密接につながったものであり、委員会においては児童を不熟練労働者から熟練労働者へ 転化することが目標とされたのである。　
一連の改革には雇用対策という面もあり、教育機関にお































































10 － 13 16.6 8.0
14 － 15 41.4 19.8
























































uidance and Child Labor ）とい
う題目の講演を行っている。　
まずラブジョイは冒頭において、現在のアメリカ社会で























3 か月以下 2 万 8407 人 250
3 － 6 か月 8516 人 133
6 か月―1 年 7497 人 104
1―2 年 4415 人 42
2 － 3 年 2162 人 22
3 － 5 年 1845 人 14
5 年以上 1776 人 6





















低賃金と日雇い労働は今日の未成年者の労働に転換をもたらした。社会は、不熟練労働は撤廃しなければならないのだという決断に達するには程遠い位置にある。農業は別 して、職業というもの 学校が輩出した人間を取り入れてはいるものの、現状の利益を児童に割り当てたり、未来への希望を見せたりするような部分が欠けている。二、 三年前 マサチューセッツ委員会の報告はこのこ を鮮明にした。連邦政府の労働局が最近行った調査は 退学して いている一六才以下の子どもの九〇パーセントが、成人労働者の週給が一〇ドルか、それ以下である業界に就職したことを明らかにした。まも く報告書が
－  42  －－  43  －














































の労働（特に不熟練労働）の特徴であり、この情勢を意識してラブジョイは若者が少しでも熟練職に就けるように、効果ある職業教育を学校機関で実施することが重要だと講演におい 熱弁をふるったのである。児童労働を若年労働者の雇用や労働の問題と捉え、職業教育によって改善しようとする彼の考えは、ラピッドピッヅの講演以前から持たれていた。ラブジョイ 一九一〇年出版 論文雑誌で、『商業訓練は児童労働問題を解決するだろうか？』 （
W
ill 
Trade Training Solve the Child-Labor Problem
? ）とい
う論文を発表してい が、その内容からは、すでに彼の職業教育論が完成されていることがうかがえられる。彼は公立学校に在籍する生徒の四分の一が退学する事実 取り上げ、その理由を次のように説明した。
疑うまでもなく、その大多数は家族の必要から、あるいは通学よりは労働のほうが退屈でもなく単調でもなさそ だという理由から、一時的あるいは永久的に賃金労働者となっている。責任の多くは子どもにあるようだ。というのも調査した三 五七世帯家庭のうち七六パーセントは、子どもに産業訓練を与えることができ し、もしそのように申し出れば、喜んでそうすると予想 れるからだ。多くの事例では両親は子ども 収入と同じくらいの額を商業部門










































































































全な生活とは有用性と幸福を含んでいます。有用性とは人類の利益を増進させる活動のことです。幸福とは働く喜びと余暇の喜びを意味します。それゆえ、教育は男子に仕事を身につけ べきで し、た彼に人生の優美な喜び 身につけさせるべきです」そのような教育は、すでに社会を分裂させ、多くの人生を破産させている現在 階級分化をたたき壊すだろう。もし、私が思うように、私たち全員が真の民主主義を信じるのならば、私たちは「労働者の友」とか「働いている人々 住宅」など ついて話すことをやめることができ 地点に達しなければならない。労働者を除 誰が居住 権利を持つのだろうか？なぜ労働者は保証人や後援者として宮中で後見人を必要としなければならない か？いったい誰が玉座に寄り添う権利を強く持っているのか？彼自身の手こそが証明書ではないのか？だが彼は 彼の手に技能を習得させ、それ 同じ らい彼の心に有益ですばらしい知識を供給する機会を子どもの頃に与えられることでしか自身の権利 維持すること で





















主義思想は、少数 権力者に向けた教育ではなく、より多くの民衆の利害に応じた するようになる。ラブジョイは、 学生が早いうちに退学して就職してしまう 、学校教育 内容が彼ら とって魅力的なも とな ていないからだと叱責した。
なぜ、そのような不十分で乏しい有給雇用が学生を引き付けるのか？どうも学生の脱走は、主に学校生活に対する積極的嫌悪と活発的 ありたいという望みに起因するようだ。自分の仲間に影響されて、児童は自分自身の財産を持ちたいという強い野望を抱いている。強制的 初等教育は学校を嫌悪させる結果となり、児童は何らかの不熟練労働に従事するほうが好まし と思うようになる。その労働は取るに足らない賃金のため 青年期の二年から四年を浪費させ、彼らが二〇歳になった時 行き詰まらせてし
－  49  －





私たちの教育制度は、文明化の初期の要求に適応たものだが、それは現在、階級的な教育 いるという事実に向き合うほうがよいだろう。若者多くは肉体労働に従事しているのに 学校では主に専門職としての人生 準備しか供給して ないからだ。 「アトランティック・マンスリー」 最近掲載された論文で、ポール・アニュス教授は現在の教育制度は彼が推奨す 制度と比べて概括的なも だと記述している だが 私 ち 判断では、学校 一般教育ではなく、特別な階級の教育を提供 。全ての通常の学校の方式で支配的な特徴は 児童を


















－  50  －－  51  －
オーウェン・ラブジョイの職業教育論―雇用対策と民主主義（大泉）
働者の養成と同時に市民の育成でもあった。次の文章を参照してほしい。






































性の問題について何ら革新的な意見 述べられていないことを感じた。ラブジョイを例にすれば、彼は商業学校において女中として奉公する意志のある人間しか家事を学ばないことを問題 し、全て 女子に家内労働 技術を伝授すべきだと論じている。
どの女子に対しても、家庭に強い影響を与える科目において十分な指導を与えるべきだ。彼女は家庭や家政学と関係のある衛生学 装飾美術といった、概して生産的な方法 知識を授かるべきだ。社会は、それ自体の目的に奉仕させるために、どの女子も自分の家庭においては主婦で ことを期待すべきだし、もし産業訓練が完全に供給されるならば、家政学を報酬 ある職業に向けたも ではなく、家庭の管理のために準備されるものとして導入す べきだ。女子が家事使用人として注目され くなったとき、




















改革のなかにある保守的な部分 無自覚にな いう点にラブジョイの職業教育論および 民主主義の問題が潜んでいるのではないかと筆者は考えている。 そもそも、アメリカの民主主義とは、人民の人民による人民のため
政治（
governm


















同委員会の議長であるフェリックス・アドラーは「アメリカの文明化という考えのな での反児童労働運動の基礎」（The Basis of the Anti-Child Labor M
ovem

























軽視する動きがみら たが それはアメリカ いう国家にとって悪とみなされるものが、各々の家庭にとって 必ずしもそうではないことを物語って る。 この意識のズレは、アメリカ型民主主義が国家主義と融合されたものであり原理的には国家の利害を優先して実行され ことに起因するだろう。　
だが、その一方で一連の改革（特に職業教育）は、民主
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オーウェン・ラブジョイの職業教育論―雇用対策と民主主義（大泉）
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オーウェン・ラブジョイの職業教育論―雇用対策と民主主義（大泉）
Owen Lovejoy’s Theory of Vocational Education: 
Employment Policy and Democracy
OIZUMI, Yui
Early 20th-century reformers did not only seek to restrict child labor 
by child labor law and compulsory education law but also often to insist 
that every minor should receive vocational education for them to be able 
to have skilled occupations. Owen Lovejoy, the secretary of National 
Child Labor Committee, said nothing could be more essential to the 
training of a child than a conception of his industrial obligations and 
opportunity, too. For him, industrial training was as important as child 
labor law and compulsory education.
This essay discusses the relation between child labor reform and 
vocational education, explains Lovejoy’s theory of vocational education 
because his theory was in common of most reformers.
In early 20th-century, unskilled labor was one of the most serious 
problems. Young or old worker often got a cheap labor and his low 
wage remained stationary. He often lost jobs, too. Reformers sought for 
solutions, examined their works. Then, they noted that juvenile worker 
receiving sufficient training got more money than others not receiving 
it, and that young worker trained could hope rising wage. So, Lovejoy 
and other reformers recognized the need for vocational training, tried to 
give it for every youth and then to change them from unskilled labor to 
skilled labor.
Their theory of vocational education was also related with 
American democracy. Traditionally, American has been regard 
education as means to democratize their nation. They thought it 
gave every people opportunity which was most valuable for develop 
themselves. Therefore, Lovejoy and many reformers regarded vocational 
education as indispensible to make citizenship, to civilization and to 
develop America. They reformed educational system from the national 
point of view because this democracy was national identity and ideology.
But child labor was essentially the economic problems, so reformers 
tried to solve poverty, unemployment and then provide skilled labor 
forces. Their idealism was relieved by it. As a result, their suggestions 
were changed from ideal to realistic.
